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西
修
先
生
は
、
本
年
三
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
駒
澤
大
学
法
学
部
教
授
の
職
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七
四
年
四
月
以
来
の

長
き
に
わ
た
り
、
本
学
な
ら
び
に
法
学
部
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
法
学
部
一
同
か
ら
深
謝
の
念
を
こ

め
ま
し
て
、
本
書
『
駒
澤
法
学
第
一
一
巻
一
号
（
通
巻
第
四
一
号
）
』
を
先
生
の
退
職
記
念
号
と
し
て
編
纂
し
、
心
よ
り
謹
ん
で
先
生

に
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
先
生
は
、
一
九
四
〇
年
六
月
に
富
山
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
富
山
県
の
小
中
高
の
学
校
を
終
え
て
、
一
九
六
〇
年
四
月
に
早
稲
田

大
学
第
一
政
治
経
済
学
部
政
治
学
科
に
入
学
さ
れ
、
一
九
六
四
年
三
月
に
同
学
科
を
卒
業
後
、
一
九
六
四
年
四
月
に
同
大
学
大
学
院
政

治
学
研
究
科
修
士
課
程
（
憲
法
専
修
）
に
進
ま
れ
、
一
九
六
六
年
三
月
同
課
程
修
了
・
一
九
七
〇
年
三
月
に
同
大
学
大
学
院
博
士
課
程

を
満
期
退
学
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
七
四
年
ま
で
防
衛
大
学
校
の
講
師
・
助
教
授
を
歴
任
さ
れ
、
一
九
七
四
年
四
月
に
駒
澤
大
学
法
学
部
助
教
授
と
し
て

就
任
、
一
九
八
〇
年
四
月
に
教
授
に
昇
任
の
上
、
本
年
三
月
に
定
年
退
職
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
担
当

教
授
な
ら
び
に
早
稲
田
大
学
・
慶
応
大
学
・
防
衛
大
学
の
兼
任
講
師
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
、
長
い
間
、
法
学
教
育
を
通
じ
て
学
生
の

育
成
に
情
熱
を
捧
げ
、
他
方
、
研
究
者
の
使
命
で
あ
り
ま
す
研
究
論
文
の
発
表
お
よ
び
学
会
で
の
活
躍
に
多
大
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
学
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
九
八
七
年
四
月
か
ら
四
年
間
の
法
学
部
第
二
部
法
律
学
科
（
現
在
の
フ
レ
ッ
ク
ス
B
）
主
任
、
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一
九
九
二
年
四
月
か
ら
一
年
間
の
学
生
部
長
兼
評
議
員
、
一
九
九
四
年
四
月
か
ら
一
年
間
の
法
律
学
科
主
任
、
一
九
九
七
年
四
月
か
ら

二
年
間
の
法
学
部
長
兼
理
事
・
評
議
員
、
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
年
間
の
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
六

年
間
の
大
学
院
法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
主
任
、
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
八
年
間
の
法
学
研
究
所
所
長
を
歴
任
さ
れ
、
学
務
行
政
の
面

で
も
大
変
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
西
先
生
は
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
先
生
の
師
匠
で
あ
り
ま
し
た
大
西
邦
敏
先
生
の
比
較
憲
法
論
と
い
う
分
野
を

更
に
西
先
生
流
に
開
拓
し
発
展
さ
せ
て
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
学
会
に
多
大
な
影
響
と
貢
献
を
な
さ
れ
、
そ
の
名
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
研
究
業
績
は
、
枚
挙
の
遑
が
な
い
ほ
ど
で
し
て
、
敬
服
す
る
ば
か
り
で
す
。
こ
う
し
た
研
究
を
通
じ
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
世

界
各
国
の
著
名
な
政
治
家
や
憲
法
学
者
と
の
交
流
も
多
く
、
駒
澤
大
学
に
憲
法
の
西
あ
り
き
と
い
う
ほ
ど
に
、
本
学
の
名
声
を
高
め
る

こ
と
に
も
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
因
み
に
、
西
先
生
は
、
学
会
関
係
の
「
比
較
憲
法
学
会
」
理
事
長
は
当
然
な
が
ら
、
「
防
衛
法
学
会
」
名
誉
理
事
長
、
「
民
間
憲
法
臨

調
」
運
営
委
員
長
、
「
国
家
基
本
問
題
研
究
所
」
理
事
、
「
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
行
政
関
係
の
安
倍
内

閣
総
理
大
臣
諮
問
機
関
「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
」
委
員
、
内
閣
府
「
情
報
保
全
の
在
り
方
に
関
す
る
有

識
者
会
議｣

座
長
、
「
読
売
新
聞
社
憲
法
問
題
調
査
会
」
委
員
そ
の
他
を
歴
任
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
次
第
で
す
か
ら
、
当
然
の
ご
と
く
、
一
九
九
八
年
二
月
に
は
、
学
位
論
文
『
憲
法
体
系
の
類
型
的
研
究
』
（
成
文
堂
）

に
よ
り
早
稲
田
大
学
か
ら
「
博
士
（
政
治
学
）
」
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
加
え
て
、
二
〇
〇
六
年
六
月
に
は
、
学
位
論
文
『
日
本
国
憲

法
成
立
過
程
の
研
究
』
（
成
文
堂
）
に
よ
り
日
本
大
学
か
ら
「
博
士
（
法
学
）
」
の
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
先
生
の
研

究
者
と
し
て
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
成
果
で
す
し
、
確
た
る
信
念
と
問
題
意
識
を
も
っ
て
研
究
さ
れ
て
き
た
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。
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西
先
生
は
、
心
の
や
さ
し
い
温
和
な
お
人
柄
の
か
た
で
、
終
始
に
こ
や
か
な
表
情
で
学
生
に
接
し
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
学
生
か
ら

尊
敬
さ
れ
慕
わ
れ
た
先
生
で
し
た
。
そ
の
証
左
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
、
大
学
周
辺
の
清
掃
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民

と
の
対
話
と
交
流
を
深
め
、
大
学
と
住
民
と
学
生
の
輪
（
和
）
を
広
げ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
見
事
に
結
実
し
た
成
果
が
、
駒

沢
落
語
会
の
結
成
と
例
年
開
催
で
し
た
。
こ
れ
は
、
駒
澤
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の
た
め
の
重
要
な
精
神
的
礎
石
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生

退
職
を
機
に
、
こ
の
会
が
閉
じ
ら
れ
た
こ
と
が
残
念
で
す
。

　
他
方
、
先
生
は
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
の
か
た
で
、
特
に
、
野
球
と
テ
ニ
ス
は
、
な
か
な
か
の
腕
前
で
あ
る
と
の
評
判
で
し
た
。
こ
の
点

が
、
学
生
と
の
心
か
ら
打
ち
解
け
た
交
流
と
師
弟
愛
の
源
泉
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
し
、
学
生
に
良
き
思
い
出
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
退
職
後
の
今
日
、
現
職
の
多
忙
な
世
界
か
ら
離
れ
、
駒
澤
大
学
名
誉
教
授
と
し
て
、
安
堵
し
た
日
々
で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
多

分
、
先
生
の
ご
性
格
か
ら
し
ま
す
と
、
「
ま
だ
ま
だ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
気
が
し
ま
す
。
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う

か
ご
健
康
に
充
分
に
ご
留
意
さ
れ
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
現
役
に
対
し
、
今
後
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
献
呈
の
辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
生
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
す
ご
し
く
だ
さ
い
。

法
学
部
長

　
松

村
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